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工
業
を
営
ん
だ
。
外
部
か
ら
資
源
は
流
入
し
な
か
っ
た

の
で
、
人
間
や
家
畜
の
排
泄
物
を
肥
料
と
し
、
流
域
の

中
で
物
を
再
利
用
す
る
循
環
社
会
を
確
立
し
て
い
っ
た
。

　
世
界
史
の
中
で
も
特
筆
さ
れ
る
、
地
方
に
権
力
が
分

立
し
た
封
建
社
会
が
極
東
の
島
国
で
誕
生
し
た
。
そ
れ

は
言
い
換
え
る
と
、
流
域
に
封
じ
ら
れ
た
流
域
封
建
社

会
で
あ
っ
た
。

　
十
九
世
紀
、
欧
米
列
国
が
日
本
に
迫
っ
た
。
日
本
は

植
民
地
に
さ
れ
る
か
、
帝
国
に
な
る
か
の
選
択
を
迫
ら

れ
た
。
日
本
は
帝
国
の
道
を
選
択
し
た
。
富
の
集
積
が

な
く
、
近
代
技
術
で
遅
れ
て
い
た
日
本
は
、
一
刻
も
早

く
欧
米
列
国
に
追
い
つ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
地
方
に
権
力
が
林
立
し
、
地
方
に

富
が
分
散
し
て
い
る
封
建
社
会
か
ら
、
中
央
に
権
限
と

富
を
集
中
さ
せ
た
国
民
国
家
へ
脱
皮
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
地
方
封
建
か
ら
中
央
集
権
へ
の
脱
皮
は
、

明
治
新
政
府
に
と
っ
て
最
大
の
政
治
課
題
と
な
っ
た
。

　
日
本
の
封
建
社
会
は
根
深
か
っ
た
。
何
し
ろ
流
域
に

即
し
た
地
方
権
力
は
自
然
で
あ
り
、
流
域
に
こ
も
っ
た

人
々
の
住
ま
い
方
も
自
然
で
あ
っ
た
。
流
域
主
義
の
封

建
社
会
を
覆
す
の
は
、
並
大
抵
の
力
で
は
達
成
で
き
な

か
っ
た
。
こ
れ
を
思
わ
ぬ
方
法
で
実
現
し
た
イ
ン
フ
ラ

が
登
場
し
た
。
蒸
気
機
関
車
で
あ
っ
た
。

　
明
治
五
年
、
新
橋
と
横
浜
の
間
を
蒸
気
機
関
車
が
走

近
代
、そ
れ
は
流
域
社
会
の
崩
壊

日
本
の
国
土
の
異
常
な
不
均
一
化
が
一
気
に
顕
在
化
し

た
。
近
代
を
走
り
抜
い
て
き
た
日
本
が
、
ポ
ス
ト
近
代

に
向
か
う
た
め
に
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
最
大
の

課
題
は
こ
の
い
び
つ
な
国
土
の
姿
と
な
る
。
い
っ
た
い
、

近
代
と
は
何
だ
っ
た
の
か
？
　
ポ
ス
ト
近
代
と
は
ど
こ

に
向
か
う
の
か
？

　
こ
の
答
え
は
、
や
は
り
歴
史
の
中
に
あ
る
。

　
島
が
連
な
る
日
本
列
島
は
、
地
球
上
で
も
特
異
な
地

形
を
し
て
い
る
。
中
央
に
は
脊
梁
山
脈
が
走
り
、
日
本

海
と
太
平
洋
に
向
か
っ
て
無
数
の
川
が
流
れ
下
っ
て
い

る
。
日
本
の
各
地
方
は
、
海
峡
と
山
々
と
河
川
と
で
分

プ
レ
近
代
、そ
れ
は
、江
戸
の
流
域
社
会

っ
た
。
蒸
気
機
関
車
は
新
橋
〜
横
浜
間
を
た
っ
た
一
時

間
で
結
び
、
行
き
来
の
障
害
だ
っ
た
多
摩
川
や
鶴
見
川

を
あ
っ
け
な
く
越
え
て
し
ま
っ
た
。

　
明
治
二
十
二
年
に
神
戸
ま
で
の
東
海
道
線
が
開
通
、

明
治
二
十
四
年
に
は
青
森
ま
で
の
東
北
線
が
開
通
し
た
。

鉄
道
開
業
か
ら
わ
ず
か
三
〇
年
余
り
で
、
鉄
道
網
は
北

海
道
か
ら
九
州
ま
で
七
、〇
〇
〇
㌔
㍍
を
突
破
し
た
。

　
そ
の
全
て
の
鉄
道
網
は
、
流
域
を
横
断
し
て
東
京
を

目
指
し
て
い
た
。
江
戸
の
封
建
社
会
を
支
え
て
い
た
流

域
は
、
鉄
道
に
よ
っ
て
横
に
串
刺
し
に
さ
れ
た
。
東
京

に
向
か
う
汽
車
を
見
た
人
々
は
、
自
分
自
身
を
流
域
に

閉
じ
こ
め
て
お
く
時
代
は
終
わ
っ
た
こ
と
を
悟
っ
た
。

地
方
の
人
々
は
鉄
道
に
飛
び
乗
っ
た
。
人
材
と
富
は
東

京
へ
、
東
京
へ
と
集
中
し
て
い
っ
た
。

　
日
本
は
流
域
で
の
循
環
文
明
に
別
れ
を
告
げ
、
東
京

一
極
集
中
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
大
量
消
費
の
膨
張
す
る
近
代

文
明
に
突
入
し
て
い
っ
た
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
日
本
は
中
近
東
の
余
り
あ
る

石
油
を
利
用
し
て
世
界
最
先
端
の
工
業
国
家
に
躍
り
出

て
い
っ
た
。
二
十
世
紀
の
後
半
、
先
進
国
は
消
費
を
謳

歌
し
、
新
興
国
が
台
頭
し
、
途
上
国
の
ア
ジ
ア
・
ア
フ

リ
カ
の
人
口
は
急
増
し
て
い
っ
た
。

　
し
か
し
、
二
十
世
紀
末
か
ら
二
十
一
世
紀
に
入
る
と
、

地
球
が
悲
鳴
の
よ
う
な
軋
み
音
を
上
げ
出
し
た
。
軋
み

近
代
の
限
界
と
ポ
ス
ト
近
代

断
さ
れ
孤
立
し
て
い
る
。

　
十
七
世
紀
初
頭
、
約
一
〇
〇
年
続
い
た
戦
国
時
代
が

終
わ
り
、
平
和
が
訪
れ
た
。
そ
れ
を
実
現
し
た
徳
川
家

康
は
戦
国
大
名
を
治
め
る
た
め
、
日
本
列
島
の
地
形
を

利
用
す
る
工
夫
を
凝
ら
し
た
。
そ
れ
は
、
大
名
を
各
流

域
に
封
じ
た
の
だ
。
大
名
た
ち
は
膨
張
せ
ず
、
尾
根
を

越
え
さ
え
し
な
け
れ
ば
、
流
域
内
で
絶
対
の
権
力
を
与

え
ら
れ
た
。
流
域
内
で
洪
水
を
防
ぎ
、
干
拓
を
し
て
、

川
か
ら
水
を
引
き
、
農
地
を
開
発
し
た
。

　
こ
の
頃
、
世
界
は
大
航
海
時
代
に
入
っ
て
い
た
が
、

日
本
は
海
外
へ
膨
張
し
な
か
っ
た
。
人
々
は
流
域
内
で

国
土
開
発
に
力
を
注
ぎ
、
流
域
の
自
然
の
恵
み
を
最
大

限
に
享
受
す
る
林
業
、
農
業
、
水
産
業
そ
し
て
家
内
手

　
本
年
七
月
十
五
日
、
全
国
知
事
会
が
佐
賀
県
唐
津
市

で
開
催
さ
れ
、
全
国
知
事
会
と
し
て
は
異
例
な
人
口
減

少
に
関
す
る
非
常
事
態
宣
言
を
発
し
た
。
そ
の
日
、
私

は
秋
田
に
い
て
、
秋
田
魁
新
報
の
一
面
に
大
き
く
掲
載

さ
れ
た
そ
の
記
事
を
読
ん
だ
。

　
日
本
の
課
題
は
「
地
方
の
激
し
い
過
疎
化
」
で
あ
る
。

そ
れ
は
都
市
集
中
、
特
に
「
東
京
圏
へ
の
一
極
集
中
」

に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
。
問
題
は
日
本
の
人
口
減
少

で
は
な
い
。都
市
圏
、特
に
東
京
の
異
常
な
膨
張
と
、国

土
の
大
部
分
を
占
め
る
地
方
部
の
萎
縮
が
問
題
で
あ
る
。

　
現
在
、
二
十
一
世
紀
の
近
代
文
明
の
頂
点
に
お
い
て
、

日
本
社
会
の
課
題

音
は
、
地
球
規
模
の
気
候
変
動
で
あ
り
、
環
境
悪
化
で

あ
り
、
資
源
逼
迫
で
あ
っ
た
。

　
世
界
各
地
で
豪
雨
や
高
潮
は
ま
す
ま
す
凶
暴
化
し
、

氷
河
や
雪
が
消
失
し
、
大
干
ば
つ
が
頻
発
し
た
。
地
球

各
地
の
大
陸
で
は
地
下
水
が
低
下
し
、
森
林
が
失
わ
れ
、

大
地
は
砂
漠
化
し
、
海
域
汚
染
が
進
展
し
た
。

　
資
源
の
逼
迫
も
顕
在
化
し
、
食
糧
増
産
を
支
え
た
化

学
肥
料
の
リ
ン
鉱
石
は
ピ
ー
ク
を
終
え
、
石
油
価
格
も

高
騰
し
人
々
を
脅
か
す
こ
と
と
な
っ
た
。

　
地
球
資
源
を
収
奪
す
る
大
量
消
費
の
近
代
文
明
は
、

持
続
可
能
で
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ポ
ス
ト

近
代
で
、
い
か
に
持
続
可
能
な
低
炭
素
社
会
を
構
築
し

て
い
く
か
が
課
題
と
な
っ
て
き
た
。

　
ポ
ス
ト
近
代
は
、
近
代
の
真
逆
を
考
え
る
と
分
か
り

や
す
い
。
す
な
わ
ち
、
国
土
全
体
の
流
域
の
自
然
資
源

を
永
続
的
に
享
受
す
る
社
会
で
あ
る
。
水
力
な
ど
の
太

陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
、
暗
い
山
林
を
再
生
し
、
大

地
を
緑
化
し
、
海
域
の
環
境
を
再
生
さ
せ
、
そ
の
自
然

の
恩
恵
を
受
け
て
い
く
社
会
で
あ
る
。

　
林
業
と
農
業
と
水
産
業
を
中
心
に
し
て
、
全
国
の
地

方
部
は
循
環
社
会
を
構
築
し
、
大
都
市
は
そ
の
地
方
の

努
力
に
手
を
差
し
伸
べ
る
。
都
市
と
地
方
部
が
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
結
ば
れ
、
日
本
列
島
は
有
機
体
の
よ
う
に
生

き
て
い
く
。
世
界
中
の
人
々
が
、
そ
の
よ
う
な
日
本
の

姿
を
見
る
た
め
観
光
で
訪
れ
る
。

　
こ
れ
が
ポ
ス
ト
近
代
の
日
本
列
島
の
姿
と
な
る
。
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代
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再
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域
循
環
社
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へ
│


